
平成26年度 

第6回 日本都市計画学会九州支部幹事会議事録 

 

１．日 時：平成27年2月6日（金） 15:00～16:30 

２．場 所：天神重松ビル3階301号室 

３．出席者：外井哲志，坂井猛，橋本信幸，吉武哲信，天本徳浩，伊東博史，内田智昭，辰巳浩，大枝良直，趙

世晨，堤昌文，永村景子，日暮光一郎，箕浦永子     以上14名 

 

４．議 事 

１．前回幹事会議事録の確認  

２．九州まちづくり賞の応募状況報告および表彰(案)  

３．平成27年度新規研究分科会の結果(案)  

４．平成26年度支部主催シンポジウムの実施報告  

５．支部活動の検討；支部研究発表会の検討ほか  

６．平成27年度支部総会および総会資料(案)  

７．九州支部報告会(ポスターセッション)の実施  

８．「支部ニュース」(1月分 No.73)  

９．「支部だより」(2月分、報告)  

１０．名義後援(後援期間延長審議1件、ﾒｰﾙ審議報告1件) 

１１．会計報告  

１２．理事会報告（1月23日分） 

１３．その他；学会賞(功績賞・国際功労賞、名誉会員)の推薦について 

 

５．議事内容 

１．前回議事録の確認（吉武） 

・ 事前メール審議に基づき，前回の会議内容を確認した． 

２．九州まちづくり賞の応募状況報告および表彰(案) （趙） 

・ 資料に基づいて九州まちづくり賞選考結果報告がなされた． 

・ 応募 7 件中、3 件は参考資料無し(1 件)および学会員の推薦無し(2 件)のため、選考対象外となっ

た。また取組みは評価できるが、タイトルと内容の相違等により授賞候補外となった。 

・ 授賞候補3件を表彰する方向で承認された。 

・ リノベは他の賞と被らない点を評価し、産官学の取組みとして、実績の多いまちづくり事業とし

て評価された。 

３．平成27年度新規研究分科会の結果(案)(堤) 

・ 資料に基づき、応募および審査結果の報告がなされた。 

・ 応募期間を延期し、再応募締切1月16日(金)にて1件の応募があった。評点が低く、採択すべき

かどうか、審査委員会の判断が出来なかったため、審査結果の取扱いに対して、審査委員会より

提案1および提案2がなされた。 

・ 2月17日までに事業予算計画を本部に伝えなければならない。 

・ 具体的に何をやるのかが見えづらい、メンバーが少ない、というのが評点が低い要因である。 

・ 審査委員長名で提案書の書き直し提出を行う。2月10日(火)〆切、2月14日(金)までに採否を決

定する。 



 

４．平成26年度支部主催シンポジウムの実施報告(箕浦) 

・ 資料に基づき、支部市主催シンポジウムの報告がなされた。 

・ 参加者は各行政、民間企業、学生など幅広い参加があり、計86名であった。 

・ シンポジウム報告書は、登壇者の承諾を得られれば支部ホームページに掲載する。 

５．支部活動の検討；支部研究発表会の検討ほか(吉武) 

・ 支部研究発表会の実施について、資料に基づいて説明かなされた。 

・ 午前中に大学院生を対象とした研究報告会を実施し、午後は例年通りポスターセッションを実施

する。ともに優秀発表賞を表彰する。平成27年度は試行的に実施する。 

６．平成27年度支部総会および総会資料(案) (永村) 

・ 資料(案)に基づいて、総会議案の確認が行われた。 

・ 支部発表会は、第4号議案に研究活動報告の実施を記載する。 

７．九州支部報告会(ポスターセッション)の実施(大枝) 

・ 資料に基づいて研究発表会の募集要項(案)及び当日スケジュール案の説明がなされた。資料の誤

植→日時は4月4日(土)開催。P.12に「日」が抜けている。 

・ 表彰者は支部HPにポスターを掲載する。 

・ 口頭発表は発表件数を上限 8 件とする。8 件を超えた場合は、応募者の年長者を優先する。報告

会に漏れた場合は、ポスターセッションの案内をする。 

・ 口頭発表のエントリーシートにタイトル・アブストラクトを入れておく。漏れた場合の PS 参加

希望も記載する。 

・ 発表はパソコンを用いたプレゼンテーションを実施する。 

・ ポスターセッションの審査を懇親会に実施しないで済むよう、事前に案内しておく。 

８．「支部ニュース」(1月分 No.73) (箕浦) 

・ 当初の予定よりも原稿提出が早かった福岡市の事例を 1 月号に掲載した。1 月号に掲載予定であ

った原稿は遅着であったため、関係者に承諾を得たうえで4月号に掲載することとした。 

９．「支部だより」(2月分、報告)(永村) 

・ 資料に基づき、本部に提出済である支部だより2月号の報告がなされた。 

１０．名義後援(吉武) 

・ 資料に基づき「明日の建築と都市展」の名義後援について期間延長依頼があり、承認された。 

・ ﾒｰﾙ審議にて「景観研究センターシンポジウム」の後援承諾の報告がなされた。 

１１．会計報告(内田) 

・ 資料に基づいて現状の報告がなされた。 

１２．理事会報告（1月23日分）（橋本） 

・ 平成26年度第8回理事会（1/23）の資料を用いて報告がなされた． 

１３．その他；学会賞(功績賞・国際功労賞、名誉会員)の推薦について（外井） 

・ 候補者・推薦者がある場合は外井支部長まで連絡願いたい。 

 

以上 


